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ら ゃ "GS 人 多 SG 選 イ の 6G 究 愛 
牧人 過失 室 現 療 史 ら せき 叶 ン て” 宙 和 


書 虹 セ eo 人 S り 守っ で 選 イ で の 
マ ^-Jsp 術 編 つ の 中 的 N 人 ト 和 SG 
G 人 | 押 択 りつ ね | つ 全 の 中 を へ 
へ や キー 撤 己 G 据 羽衣 疲 @ 王 


の で り つ ン と 8 が つ 選 7 


ご 人 財 G 拓 号 人 者 昧 秀 NG 
押 寺 RW ぬ 直 列 p 


ーーNG 中 そこ へ 沢 モ ー 由 据 じ ち 
公 つつ 3840 ン 8 ヘ キ ー ミ で 選 
十 人 On 会 咽 つつ 公 壮 で 8 
っ 普 境 や 夫 0 刀 の 昭 っ "NG 
並 せ in で しっし じゃ 公 “ 

ミコ 悪 剖 $ 弄 人 ぶり っ ポ つ お "7 半 


皇 ら 選 人 る っ や つの 会 ン n で 
っ 生 で つつ が 8 愉 つろ 條 けつ うら 
太っ が つ 届 7 
3) 
8」 つじ し 骨 揚 YS で つ "人 氏 
頑 遇 せく し 赴 訪 つや ぐし p 公 で 
ミコ 


っ" 捉 愛 6 軍 括 東 遇 


† 測 を 行っ た 。 


ズム を 研究 する た め 、 


2 個 の 水槽 それ ぞ れ に コイ を 入れ 、 生 命 


維持 を 行い な が ら 脳 波 
環 ポ ンプ な ど 生 命 維持 の た め の 機 器 が 


イ の 排 港 物 を 除去 する フィ ルター や 水 循 
組み 込ま れ て いる 


前 庭 機能 実験 装置 
宇宙 酔い の メカ 


部 臨め や 6 つ | 字 恒 内 だ 午 S 
環 を 窟 業 じい こり zo の が やら G 
半島 公 直 公 釣 宮 ら っ が 6 や 

ーー ト 浴 ぐ 呈 性 @ 世 翼 間 的"N 
Ne 二 レ ^ 此 且 ロト 公 鈴 入選 GTJ 
33 交 さ 人 公 " 

下 ロ 愛 ロビ 8 地 坦 四 引 褒 畠 半 
圭 全 選 祥 つ 凡 六 か 8 思 際 寺 臣 
つが つ 選 "4G 還 攻 人 8 っ 0Q 2 人 GS 
居り 給 つ っ 守 記 り 和 で sm 全 親 
並 っ 引 身 租 訟 る” 国 職 人 お ン 
0 で 所 5 づつ) 還 志 で りつ りつ 
で で 愛生 の 愛生 で ⑤ 還 竹 社 坦 
杏 章 入 胃 有 喧 人 の 心 装 信 り く ン 
全 。 素 才 守 宮 ら 嘱 ウ ラン) つう 公 


本 人 初 の 宇宙 


者 会 見 。 
が 誕生 し た 瞬間 だ 。 右 か ら 和 毛利 


計 


下 ノ ニワ トリ の 卵 を 使っ た 実験 を 実施 す 


る 毛利 宇宙 飛行 士 。 持っ て いる の は 卵 の 


上 ノ 1985 年 8 月 7 日 赤坂 プリ ンス ホテ ル 
入っ た ラッ ク @JAXA/NASA 


向井 、 土 井 宇宙 飛行 士 


で 開か れ た 


飛行 


心 祝 の ら ゃ " 

ーー「 陣 1 近 謀 地 鑑 」)*「 豆 
うっ 心 由 押 会 交 CD し っ つ 妃 
IN そい お マ で HAK 隊 6 し 名人 S 
Q っ AS 中 細 選 元 氏 N@ ト JJ 
8 つ 妨 ? 

そ ゴ ヨゴ SGD ぃ SG 可 そ 帳 郊 沿 
祥 身 辻 設 全 相 りつ 丸 全 で AG 


笛 」 
トド こ M 
や 
1J 


つ 
や 


セン い 玉 かつ 羽 ” 本人 K 沈 編 環 
遇 G ] 江 に 貴 m 倒 入選 6 つ 尺 低 " 
ホー ル ぐ 押 沿 やく ae つ 
守 "人 提 宮 宛 で G 押 濡 更 腸 め 押 
NAND 多 避 多 慎 揚 人 り で の 7 
イプ の ママ 人 で | つい やつ E+ の 
"| っ つ 骨 で で や シン さっ さき GS や セ 
全て 全 計 汰 編 こ り " 押 結 ホー 
ャ 中 若 錠 つ お | の 愛人 人 SG 交 
ジー 全 完 全 表 つ 玉 り つ 宙 で の 
還っ が 6 

ー 一 喘 尽 ぐ 過 仔 爺 負 し N で 選 壁 
改 呈 っ COQ) っ mnGS^ 4F ト en 
つ 藤 泊 唱 衝 1J つ よう) しゃ“ 

そ ゴ ヨ 屯 ぬ で 倒 氏 2% 愛 の っ 心 
っ J39 っ J 還 うっ 36 本) 還 療 の 忠 思 @ 
財 坦 貼 閉 宙 ひ つ ) の 愉 較 葵 他 垣 
K ホ トー ハル へ 写 国 全 氷 j% で や 祝 
っ っ ね @GP" の のり 28 を 8 選 許 栄 
り 写 合い 圧 只 で で で 人 8 っ お 8 
っ つろ 必 屋 屯 似 全 。 親和 で 迄 で 
學 つ 昭和 や る で で つつ 8」G 
届 ざ 吐 り 8 下 計 証 地 地 渦 に 十 
公 季 肖 つ お ね ロ 演 コー いら > ゃ 凸 攻 G 
凡 坦 凡 鍛 生 選 っ つり 
りつ G 近 尽 舞 加 全 人 GTa 多 避 ] 
が の で 完全 の っ no で ちら 


ょ JJ ひい うい 


ハロ ゲン ラン プ か ら 放 射 さ れる 赤外線 を 
集め て 試料 を 溶融 する 装置 。 この 装置 を 
使っ て 4 つの 実験 が 行わ れ た 


イメ ー ジ 炉 


Im に 3 こ : に に コ 
や デーー ィ // 人 47 へ 


本 性 人 人 で NO キミ /7 和 AA 


折 崩 つ 選 472AmANSG て の 回 7 
相性 G 郁 舘 公 公 -Gte//AmA や に 回 < 


さ 回 約 さ "へ ハ そ と きき 思 尾 マ 由 地 渦中 十 公 
揚 骨 つつ 如 っ ZZATN し め * 多角 G 骨 揚 多 
子 角 胡 中 G 指 弟 吉 G 困 し KW 虹 祖 選 


ヨ 志 財 仔 渦 中 十 te に し" 

関 記 キテ ミ /7 和 ANW 路 で 図 さこ? 
※ の ヒレ の っ J) せ Space Transportation SystemG 選 * 
人 A そ と さき G 選 0 二 生 2772AATND37 

1J6 賠 以 財 選 層 C 選 の ヒ の 星 中 公 補 の で NO" 
※ 呈 層 刻 せ 介し 性 上 配 
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(@⑳| の ヒ の - さ 
さこ ジジ (-oooH の 中 mmー 呈 ) 
由記 男 過 府 十 

攻 べ て 屋 G へ キー ミ 揚 骨 

思 医 屋 G 財 伽 元 氏 

へ キモ キ て ミリ 拍 編 や で 玉 K く マーKIhT 
( 財 環 爺 結 周 ) じ "oo 凹 堅 G 謀 に 革 ロ 
ある トー ド G 陣 講 全 で で 8" マト 
まお HK 他 半 し せ ^ 主 赴 構 " 漏 球 
掲 昌 思 ” 更 時 ' べ 皿 や ⑪ 訪 講 人 S2J 選 
表具 咽 民 和 を 財 珈 奨 上 路 G 滑 題 公 訓 
く Q で 過 仔 忠 舞 せ 直 加 G 窒 析 唱 
電 呈 の せ SQS っ や 6GG70H 和 0 
Ss 譜 琶 邊 Ne htJ っ ) 全 人 全 で "人 ト 届 
6 諾 人 RG 泡 朋 媒 公 愉 雇 * ら で で ? 


暫 
憶 
=3 
抑 
貴 
レ 
二 
財 


せ 

し 

了 

: の ヒ 上 の -⑥ ぐ 

(この の ぐ 味 に 中 の ローSm) KN 

挟 拓 寸 計 吐 油 に 十 20 
意 間 溜 提 屋代 じ 財 陣 べ 必 玉 族 直 


ャ 中 を 入選 玉 S2J′ 由 加 唱 表 や te 
財 條 過 虹 G 剖 琴 束 訪 く Ne 克 給 し お 7 


下 調 補 時 加 @ 咽 思 下 渦 を "尼寺 上 
で ULYSEENSESDDI い MI 
JJ り 倒 臣 Q 全 唱和 0" 


思 攻 べく 尽 G47 nATmANK と ハエ ユ に K 
て うつ トキ て ー ミ G ロ トー イート ー ベ 
* 王 っ 性 仔 人 胡 結 ・ 職 衣 m い ヘー ト 心 マキ 
(の 上 つ ) 6 回 語り 窒 刀 "0Q け 男 虹 寺 
環 KI ト ー へ TA (一 の の ) 製 詳 品 忌 ち 
忍 器 素 詞 絡 @ 餅 糧 ロト て イトー ベ 
呪 半 つや お ーー つ で 9 


( 葵 の F の - に NN 
ジ (- の oe 周一 臣 こ ローm) 8 
的 田 | 財 環 涯 ! に 十 | 
ロト テー トー 選民 琴 つ し 加 瑞 選 回 泡 
吉 

ロ 


《@ の ヒ の -5 層 

(- の の ト 革 ご 中 エーSrio) 男 
旨い に 
配信 べ 尽 G 宰 耕 " 補 明 選 中 し 舞 商 
ー の の 塁 避 閉じ ロ 臣 っ い 6 惨 貴 @ S 


経 を 豆 症 幸 6 舞 届 扇 結 や 快刀 人 7 
臣 攻 凡人 地 貞 選 寺 の つじ 尽 S し 回 率 
由 祝 WEO 8? 6K に こさ ふ へ 加 咽 
( 環 「 ロ 本 臨 応 男 咽 ) 中 に 回 選 セ 
No) っ 心 蝶 旬間 つ っ 人 A 還 へ や 
宿 再 やや 5 


馬 \ の 上 の - ゆ 
(の ooo 結 中 @ ロ ーー 中 om) 

下 拓 填補 中 環 渦 中 二 

混 帳 民 公 て 答 区 潮 没 珠 G 紅 臣 
軸 太 全 更 尉 ロ 由 te 譜 題 束 暑 菊 セ 
er つら 唱 押 爺 羊 を” 涯 則 玉 蝶 
掘 全て 葵 ロ 区 銘 談 琴 束 恐 てく Ne で 
Sm 押 個 岬 NO し 鞭 嘱 せ G 流 
苗 3J 園 省 人 トー ふ 瓦 層 吐 つつ? 


べ 厩 E 呈 著 で 看 
玉 准 * 和 並 末 

人 障 瑞 り へ 自 コ 
x じ だ 凡 半 上 填 さ 避 中 
KS 内 へ の 品 た S で 諾 
時 ES の 第 章介 
8 合い の 劇 生還 壮 
回 m 寺 に G 退 油 足 


K マ ーK へ エー ミ /7 和 AA て G 鈴 訪 ロ 4 し * 
性 せ 凡 仔 爺 結 @ 陣 揚 "年 べ 過 地 間 詳 @ 怠 
民 で 凡 地 悦 寺 拠 風 前略 つ し 0 つぶ " 


思 性 G 爺 無 回 路 手 羽 公 人 各 で Ke/7 和 AN 


上 刀 つ つつ 丸 ? 1JiJ レ 87 由記 革 地 貞 中 芋 全 <Q 


た ち 
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帰 本 し て か ら 元 気 
ふ化 し た ひよ 


され 、 8 匹 が ふ化 
| し た 。 日 本 科学 未 


計 43 個 の 卵 が 確認 


よっ て つか まれ た 


( 


で ある 若田 宇宙 飛行 
SFU 


接触 し て 回 


の 際 、 ロ ボッ ト ア ー ム 


が 衛星 


転 を 始め た た め 、 


革 速 、 手 動 で 回 収 する 


了 と に な っ た 


さこ ) 


証 較 回 86 る es? JGAQm 性 で 財 地 涯 中 寸 公 


急 


メダ カ の 子孫 が 公 


来館 な ど と で 宇宙 
開 さ れ て いる 


《 


抑 田 革 諾 炉 坦 画 マ 
に て ・ ヘ キー ミ 世 密 G 


由 則 衣 演 ぐ に 民 


K く ぐ 一 ハエ て ミ 人 公職 半 つ 妨 
凡 思 に 征 ぬ 生じ NOAK ト くさ 


ーー 上 必 地 で 過 環 昌 准 己 の CD レ K 
て 一 K ヘ キー ミ や うり で SS 需 玖 上 妨 
つぐ し つや 心 公 “ 

抑 田 り で ぷら 近 拍 は だ で お て 
所 時 りら ゅ 四 隷 十 べ っ ぷ 生 全 WSG 
Gooo べ 2 K ヤ マーK ふ キー ミウ 
衣 く ぐら っ ぷ セ ” K ヤ ーK ヘ キーS2 
ト x ユ NG 攻 地 宜 製 A K ト さや セ 
公 。 還 攻 史 得 名 刊 味 〇 G 羽 ン G 較 で 
選べ 坊 垣 下 編 ぐ 郊 陸 い マン 押 福 つ 
呈 攻 ぐ 拒 べ 折 地 昌 福 " 折 
坦 凍 舞 め 写 正 つり 棚 里 史 セ 0 つり 
全 で 投 j% で お で ちら や 全 NG 届 多 
さり ロロ 加 民 G 回 司 ” 過 電 漏 " 岡 
角地 坦 K ホ トー ハ へ mA ( ロ の の ) G 殿 
尼 履 じ 友 天 ロ の の G 容 末 電 
時 正 くつ wwG 尉 裳 史 六 塚 所 富 り 各 
K マ ヤーK ヘ キー ミ 篤 岩 全 の 
お さり 6 で 心 S 符 や 6 呈 導 選べ 寺地 
中 編 ぐ 泡 陸 人 の お G の 88 っ 会 
つつ 昭 っ ye 本" 

ー 一 抑 田 1J 貢 時 給 し せっ 公 
倒し つ 3:Q? 

押田 寺 電 誠二 つつ い G 据 届 称 析 
ロン SG 全 K ヤ マーK ペ キー ミ 
で 羽 つ の 量 2 が em KK ヤーK ヘ エー 
くさ 33v で 押 替 。 ボ 庄 凌 や 居 業 % で 記 
へ K よ さゆ の ゃ 全 。 呈 NN ら 選 イマ の で G 
表 で 地 垣 淫 だ G お 人 なぐ 款 紅 号 ぷ 吉 業 


326 つよ 


26 つぶ 


己 細 GS 会 の っ 心 り つや 8 結っ 倒 つ の 
還っ が 

ーー ロロ AU ト 二 拉 避 @ へ エー ミ 医 
ME 四 堅 呈 殺 玉 し じゃ" 抱 田 や で や 記 
性 G 悪 独 細 和 he や へ も 記 押 箇 
華 漠 嘱 Nー ス (Om の の ) G 怠 泊 
正 暴 臣 で やつ 如 S? 

所 田 の の 紅 国 守 守 めも Q 計 人 
り 236K シ ーK ヘ キー ミン 3 

さぶ 8 っ "時 扱 他 4 計 骨 選 球 り 8 守 
ぶさ きっ ち 有 20 計 地 か oe つけ 人 

ら へ KN ぬ 思 窒 の や 如 ち で 人 5 人 6 が 6 
ゃ や で” HH 人 ト 押 互 誠 和 人 KN 全 
ささ” 直紀 G 還 国 ロ US で お 率 久 評 次 
w へ NG 舞 坪 G 喪 問 め 工 ン セリ 
っ ” 記 竹 G 窒 如 拉 へ K ト さ 全 悪 球 
也 ち ね の つつ pspy 叶 人 絹 札 se 抽 
畑 如 信 で り コ 悪 球 公民 4 訪中 
遇 り 強 邊 hso 突 りら 容 環 十 じ 
巡 民 本 se 補 太め 拒 C り つ 守 の 公 更 人 
志 ゴ の マ 地 地 泡 だ 寸 細 
ら 6@ 中 親 凌 浴 の つり" 庄や 苔 召 組 ふ 
K 下 さ 押 燥 ・ 民 臣 和 一 さら X 愉 ke の 
本 の の G 蛋 泡 己 維 言 め や つり * ゃ で ぐろ 36 
つつ お” 下 怒 ぐ 息 口 有 | 守 地 党 選 十 人 
才 藤 つね K ヤ マーK ヘ キー ミミ GS 刻 選 引 
悪 / 和 Am ル へ の ロロ の ーー の ずり 所 
p。 K マ ヤーK ヘ キー ミ 刻 選 G 表 斉 謀 
IE を ペア ペル SM ぐ ぶ ドニ テ っ 9 たべ パニ ご アア 
りつ 3 電電 衣 だ 十 現 定 贅 oxo 過 箇 


も つれ" 


性 人 込 下 き ぐ 
選べ 世 環 記 下 掴 皿 癌 つじ 


ーーNWGK マ ーK ヘ キ て ミ さ G 弄 束 ロ 
0 っ し の 人 紅 配っ じ っ 才 人 7 
舞田 共 親 抱 つ っ 公知 らら "所 


1) 


めで つり 


り 補 exe@ へ ふ く や >p 千 下り WG へ 
K ト さ ぐ 王 ゆ 窟 業 血 司 じ こち 5 
租 近 り 字 地 だ で に 財 拉 全 ら aoso 
つの SS で っ が や 翌 二 季 居 中 G 
送 守 Oxo 人 久志 で の で G 寺 二 涯 
忌 妹 臣 へ K 中 さ 引 半生 K マ ーK 
A キ ー ミ 室 国 やら 災 杜 % 且 お つの 軸 っ 
3 や セ 。 記 き の 生地 電光 に 雨 達 軍 押 
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若田 光一 


第 38 次 / 第 39 次 長期 滞在 クル ー と し て 
日 本 人 初 の コマ ンダ ー と し て 滞在 期間 中 
の 指揮 を と る 


WAKATA Koichi 
ISS に 長期 滞在 予定 。 


守 め や も っ 旬 os つり 
計 閉 を 納 臣 G 切 到 の つり 忙 坦 穴 
征 剖 租 季 ロ 疫 所 めで お で ちら ゃ 人 7 
*yG 思 駒 全 史 ウン で 凡 G 公 K 
シーKA キ ンー ミ ら つね ? 


凡 環 ぐら 心 
くく りこ こい くい ) 


"の の 到 


ロ 疫 8 で ああ 時 写る じ ぐ 地 恒 肖 に 
り 約 言 つ ぶつ) 宮 買 キョ さき 
会 益 狂 り 握 近 つ りら こね ぐ や ^ 還っ 察 
下 ぐ 窟 切 じゅ 字 坦 と の りつ 倒 ら 
あか ぐ の ゃ ) ああ 時 GA 條 スー 下 ら 
G 央 だ nH ミー トー さ ワ <6s9 叫 導 
S ズ マロ 中 装 人 So 地 地 抑 半 ・ 暑 衣 ト 
ネー トト 必 マー 回 記 " Q 回 臣 G 
Q の の ご 吐 G 愉 で KR くく ホ ー 中 内 
だ りら >:o ロ トー トー さ ロー6*0 ロ の の 
@ 以 閉 じ 赴 半 民 釘 つ が つ 所 | oo 
回 mG 油 だ りら 8 記 吉 38 代 で KK 太く 
ホー ロ IO 細 崩 つの o ら て ト KK つ っ 
トペ GS 毅 旬 圭 さ ぐ コ の の < G 選 で 
や おち ′ 躍ら 8 へ 人 ト く 一 叩い の の 
り 剛 6 で つら あ 9 [8 尺 | G 忠 光 到 
慰 閉 じ 小 べら 人 St 回 奈 寺 給 NN ター 
トド ネー さ SG 思 避 閉じ SG 壮 漂 鈴 


臣 せ G ボ ボン 6 忌避 福地 く G 役 移 忠 
いり ン ン る 肖 村 り か 全 で 人 選 ゴイ 
の 人 色 杏 尋 つ り いっ so 者 芝 地 突 
愛 と 8 づつ で っ ) 下 K0 の 人 ト 朱 量 字 
坦 守 G で の の” 東 罰 前 表 2 記号 
懸 全 代 KG 会 や つつ 宮 が や で 全 / AMG 芋 
り 抽 祝 W で りら っ co 麟 中 強 SKK シー 
K ヘ キーSG 引 記 の 信じ 由 世 め 及 
妨 幸 ン 失 つっ 0G り DU さび P っ や 
めで ぐり 栄 彫る 中 証 <8 半 選 で Ko 所 べ 
凡 坦 窒 ぐ 惑 剖 や 押え つ 半分 で で っ 
36 生 "うだ が がら 選 ゴイ の で そら K ヤ マーK 
ぬ シ キー ミル を ロ の の G 相 則 を 早 臣 り 問 
で で お 敵 史 了 代り っ te 表 経 視 翌 
Ei 旨 症 |OI に SRGEC く ESE く だ で さと 
G 革 中 証 判 姓 ぐ 寺 二 宮 共 座 ぐ 窟 
英紀 毅 つ りら っ 2k0 ズ や っ が や K 
ャ マーK ふ キー ミ G 表 宗 肝 舞 NMn 
っ で 届 党 ら ゃ 也 ち 業 全 マビ ロス っ ン ぐり 
き うら つる 心 公 " 

ーー 性 ぐ 選べ 過 環 昌 輝 pp ト J で 名 
Q き KK マ て マーK ヘ キー ミ 苔 写り 玩 必 
刻 画 KC し っ ンド で 記し じゃ る “ 
反田 ま Kー・K ヤ ーKA を ー ミ 普 
|。 つり の の ら の の 叶 が の 郡 下 宛 宮 
s*@ 史 ASeo ロ の の G 普 めで 中 
が oN 尺 共 n aw88 愉 6 査 泊 
っ 周 下 称 画 つり 親 で 多 り けつ 介 a03O で 
っ で 計 守ら っ ン の っ の 倒 求 豆 補 で 
遇 っ が や 呈 六 会 誕 鑑 更 軒 壮 園 つつ 
り 位 思 つ いて 王寺 坦 8 人 尺 で 拘 羽 
^ee 個 全 S 天 普 表 款 ぐ G コ いひ So や 
つや 凸 村 所 暑 旧 総 及 癖 細 


( り 愉 G つ 6) ロ 摘 0 で KG つ 愉 


テ 
SH 謀 ・ 地 調 直 立 寺 時 正 赴 昌 ぶさ 


RT やき 避 @ 革 環 宮 己 当 くじ 
K て 一 K へ ハエ キー て ミ う っ 心 匠 塊 皿 一 
@ 過 環 宮 公 菩 で し へ GS 5 
6 いる 星 し SN っ) 提 N レ っ 人 愉 “ 
押田 CS 直 遇 AAK ト さい 茶 症 り 
朋 塞 間 め 芽 つ いっ 0 りつ の 公 ] 中 
G 室 下 人 つ 昭 っ が 加 m 人 5 く 公私 
ミ 地 坦 天 玩 標 や K ヤ セーKA と キー ミ GS 
尼 o 回 QG ま ネー KA 本 へ 公 守 会 で 
で 早生 りら か 完全 8 らち つき 心 つ ^ 
K ヤ ーK・ 躍 公有 で 上 ボ と 6S 地 
二 近 半 ん Am へ G 学 班 を の の ぐ 
抽 議 Soxo” 選 ぐ 寺地 突 計っ K 
マーK ふ と キー ミ 計 mmG 給 性 
半 全 つつ 十 べ 層 地 斑 編 宙 お つ 陳 っ 
3 が” リ 守 だ G 給 R 誠 下り っ yo 
寺 提 詞 6 條 総計 会計 会 定 じ りき っ の 


つ で で" 


2JxoL 人 る 宙 思 4 れ 品 で 年 べ 圭二 癖 軒 や 
も 才 で が や 。 の 守 あら 思社 祥 倒 外 
や 如 諸 つり か 丸 拒 で 地 地 表土 幅 
人 つり "守り で 宮守 ら っ て S 由 公 人 
^Q ) 田 つが や 齋 8 K ヤ ーK 
ふ キ ー ミ 全 ヘ り ー ス 伝 視 舞 密 @ 骨 朋 で 
つ %so「 JANvG 写 還 甘 や 特 や ぶつ 
” 球 ? 守 皿 G 拒 で 電 垣 惑 中 半 
合っ が や 人選 - そ へ を 人 旬 mm 一 器 公 
く G 固 々 SO の 本 べべ 地 二 突 史 つ 
っ ン つ 明生 つ し トス や 
EE ま 補い DEEEESSSY ニ 3 
選 忘 公太 得 記 つ しら かじっ が や 
基き ロ の の 避 畑 訓 理論 
仁志 り 「 り 愉 G つ | や 問 諸 つら っ 
2 や の 「 人 缶 3 「 の inG つ 選 」 ぐ 
線 幅 居り と で ロー を 和民 航 躍 遇 約 
ゃ yo 給 選 史 問 閉 つ ロス て 哨 家 S 
AT へ ロ 畠 で か 表 置 堅 間 む こり 
や aot@ り つつ 9 | 的 麗 押 六 半 
人 SE 胃 往 遂 填 を そ 融 表 圭 計 負 守 
の 人 る” 呈 藤 回 mmG 悪 S 丸 表 宗 半 
信 つ 忘 全 で 十 べ 折 志望 ぐ 杏 剖 くつ 引 
諸 % や ウス ン の つの 全 の coS の 3 計 
っ 公昭 っ が や 

ー 一 臣 淫 ” 如 皿 G 十 凡人 坦 選 亜 癌 
つ し っ ン ロ 8 っ QA 所 塞 公 泡 過 
し じゃ? ト J で し 存 吐 つ 怠 否 守 G 革 
じ ^ 古人 穴 章 己 帳 脳 選 He 公 " 
舞田 「 缶 愉 を [の リ 愉 ぐつ 選 」 
SG 悪 誤り ら マ マ で マシ ペー ボー 条約 
ぐ 倒 茶 狂 字 付 つ 祥 の つり GS で 
公選 衣 ぐ 第 選 ら せ さっ 公 つ 聖 っ 
35 セ 。 拒 べ 地 坦 K ト さ G 或 旨 つ 妖 
下 史 画 つ いり 。 人 委 愉 っ 心 抽選 班 殖 や 
っ PAK ト さ 和 北陸 つ いっち 7/ 且 


吐 り aee ぐさ SG 選対 肛 ら 宗 浴 定 ど 


ーー1 選 し 中 そ さ へ 2 キー 酢 据 
T ロ AU ト 了 円 拉 公 卓 ))D し つっ 
つつ 選 ? 

所 田 いら 尽 KK ヤ ーK ヘ キー 
3 飲 民 電電 斑 編 和志 計 ぐ 思 ン ぐ 
ズ ャ ロコ で や の で 癌 所 玩 地 直り つり 
ン で お ぐつ 必 衣 り " ズ 証 倒 視 坦 り 中 
ンー) 公 っ 倒 求 が 計 へ KK へ 史 寺 で 
P っ ぃ 会 交 の 轄 vn ロン 愛 宗 視 環 密 り 
K マ ーK ヘ キー ミ SG 地 で 翌 ド 
3 准 狂 り 拒 っ の ぐら ゃ 会 。 臣 公選 
で で お 選 時 家財 8 や yo 表 等 式 
肘 つ 親 僅 次 党 ・ 能 稀 @ 財 天 に や 
3 4H 肛 の 組 往 史 薄 十 中 握 団 
りら aoxo 械 べ 地 坦 福 貞 へ K ト さ 旨 擬 淫 
so りつ 8/ 所 材 ぐ 地 坦 主 叶 め ヘー 
と つか お ※ 較 選 つ で Ps 誠 つ っ 鞭 
遇 じ 和 S で お つ の 昭 っ が " 

ーーK て 一 K へ キー て ミ 庄 固 会 に ふ ー 
て pi@ 捉 せ 0H608 ふ IN 公 的 "NN 
Q 補 つ 妨 会 / 補 中 ポー リー 
式 葉 異 牙 ぶ へ 心 ” 較 芋 ロホ て 
かーK ふ ー つ の っ 心 昧 豆 和 で や 理 
むつ 妨 ” 親 上 人 人 つ し ぶせ 路 爺 SS 工 じ 
SO RG し つや 心 公 ? 

抑 田 国生 ロト ネー 史 有 選 で きっ 導 
胡 身 トーK ネ ペー ワーc9 選 旨 征 選 正 塞 
っ っ で SS か へ へ 倒 移 避 
26 つ 丸 余 。 親 並 G 半 共 千 の 可 光 中 
鉱 計 人 0 全 で 忠 染 富 せ けり ぐ で 心 完 午 ロ 
で 8G 負 つの 昭 っ が が" そ さ へ 
キー 中 HH や 人 ト 下 G 禄 状 倒 蘭 
選 p ン 守 刀 りつ 387 っ 全 押 埋 守 室 
譲 へ 人 K 中 さ 衣 疲 倒 個 陣 ら / 衣 半 人 密 
中 因 つ りこ っ 宮 全 で 凡 に 貴博 味 全線 
圭 つ 丸 前 NG 環 攻 宮 宮 惑 来 交 図 


きっ 66 園 皿 称 札 * ら りつ の 倒 っ 公 


つ ぬ お? 
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品 装 axeG 全 の っ 心 暴 東 弥 記 お 
括 還 つ ぶつ ね | のり G 忌 4H 筐 ロ 宮 や 
*e へ 心 く や 件 坦 世 で 和 所 G 革 
ら 定 臣 % り っ 2ko の 35068 机 国 へ 
K 中 さ 太 日 S 穫 一宮 具 GA KK 
ト さ 0 志 党 で お so 遇 臨地 全 つ 
こっち so 個 評 S 選 圭 お つ っ が や 

ーー 一路 坦 * 也 三 器 幅 環 詳 刀 廿 全 一 の 
の 路 補 挫 電 陸 じゃ ? 李 三 凡 仔 央 中 
十 G 下 詞 M92DQ し っ 層 選 仏 “ 

舞田 昭 っ を で GASYQ 和 三 償 で ぶつ 
っ 末 四 本 ぬ つり ン で りり 20 つ の 胃 っ が 5 
ャ SS” 尽 衣 に し 叫 寮 門 電 りゃ 人 で 

才 業 と 閉 婁 りら S 装 仙 り っ Js5 失 で 
つ 昭 こぶ 生 全 こつ で の ゃ 池 革 ら 寺 路 で 
ロン っ ぷ 和 やつ” 操 愛野 臣 弧 恒 
ホー さ 乱 下る ロロ の の G 団 下層 二 
ら 拉 選 P っ 9 志村 KH 彫 G 羽 々 全 で 
が ン NME 林 めじ っ が 地 提 央 に り 
S っ こり 症 り 斬 べ SG 享 ぐ 案 問 
aosQ で っ ) 定 咽 村 KG 26 うつ > ゃ 個 誤 
ら ゃ 全 。 連 8 晶 時 らら 人 SSNyG 夫 丸 選 
>5 つ で 古っ つ ) 愉 計 つ S 全 で 過 細 や つ 
ロン 滞り っ so ぐ や 7 容 列 十 壮 漂 人 
志 じ 約 ぐら っ と 半 瑞 倒 十 生 避 選 は 
ン ン K よ や サー ミ 公 札 ン ババ 完 実 宏 
ら >o 押 つら ゃ "Av 完 全 で 人 S が 6 号 器 
弄 Q ら 2 視 的 り っ が や で 守 / 

入 三 で 拓 還 へ リー 人 K 地 坦 望 @ 
NN 代 1 ト つっ 心 誠 つ っ 志 直 
> 電導 選 りき つり っ 6 本” HAN・ 
固 G 加 ぐふ リー 祭 寺 坦 詞 @ 甘 地 く 
親 % xp 生 三 の で G 窟 共 を 穴 末 二 ら 
G 中 二 問 入 思 客 つ つり っ や 李 三 
で G 下 祝 東 じ っ k0 つ ーー ゴ で 
志 地 淫 に 寺下 括 つ つじ 総 ら 胃 っ 
36" 


の ヒ の -8 
(QoooMHQmmーQm) 
W 誠 編 財 油 に 二 
司 代 皿 守 し 翌 肖 選 隊 誠 
型 党 悩 固 G 方 つっ 閉 型 専 図 め No 
喜多 ヘ キ ー ミ 導 折 唱 層 所 ちの 
で 刀 に ハト へ ヘ キ て ミ 会 G 赴 3 
つ で で 窒 款 ト へ トト し 人 トー ふ 玉 必中 ? 
くく 並 還 羽 補 蛋 し 暑 斎 EO ? 末 向 
暑 忘 ぱー の の @ 州 落 宮 皿 呈 SG こい し 
仙 ご "JJG 中 世 G 遇 紀 農 S 6 っ ) 
公 し 上 " 


の ヒビ の -@ 
(Qoo 時 中 mmー 思 ) 
抑 田 | 財 環 渦 ! に 十 
ー の の 玉 豆 装 し 7 か Am へ 訪 鈴 祥 
換 田 財 地 謀 過 寺 き 還 藤 べ りつ じ 尽 谷 
レー の の 黒豆 閉じ 唱 鈴 守 " ハエ キー 
さ G ロ ミイ トー3 皿 避 征 つ 
じ ^ 叩 呈 6 屋 さ を 和 を 器 素 下沢 名 
加 つ N" 


の の - テ て 

と の (Qo の wo 時 に 忠 四 ローo 互 ) 

眠 口 詳 | 凡人 渦 に 十 

届 中 軒下 /7 Am し 

器 式 思 癌 ぐ 判 型 河 つじ し 中 醒 

「T ロ IN トト 忠 」 由 培 ベ 抄 G 涯 に 紅 距 
27 へ mA(Retum to Flight)” 臣 口 
財 環 誠 民 寺 せ の 回 G 回 世 典 宮 @ 誕 
加 外 さき つ し "ー の の G 感 交 人 ロー 
ロー ミ つ じ っ Ne 環 @ 層 村 を 堪 nEG 
曜 夜 閉じ ECO 8? 


(Qoo 時 Oo 下 ロー) 
H 村 護 半 油 E 二 
[oen」 選 EQ 二 計 野 茹 
補 吐 箇 佑 大 さ や 
| 
公選 Q 十 守 Q ぐ で / 填 失 凡人 環 府中 填 公 
K 々 ーK ハ キー て ミ G ロ 家 和 トイ トー 
豆 赴 つじ し 誤 世 忠 屯 個 @ 司 さち 
和 を 宙 虹 wyUEO 妨 5 凹 尾 倒 醒 部 つ 忍 志 


る の の - テ Quco 


ズ 選 地軸 詳 全 甘 吉 つ 班 人 丸 半 也 中 
弁 還 け "千本 凡人 二 誇 選 二 き 「 凹 六 
J り いし / 雪 つう ^" パ で さ セ 8 ぐつ っ うっ 凡 
環 普 6 提 配 王 し セ ]J ロ スハ イー“ 


る の ヒ の -Q 寺 

し 輝 (QoooMHo 中 上 ロー) 
潤 Ii 財 還 
[ossin EQ 二 半 Q 違 

宮 区 胡 角 冊 居 を 
[win]16G 回 選 郁 結 財 の ロ 素 トー 
トー さ 36 層 さ を 故に "一 の の 十 し 
[oein1G 革 < る 只 公 上 窒 つつ 忍 " 画 王 
慎 地 油 ! に 二 ほ ー の の で G ロ トイ トー 
さ Q 思 必 べ し 尽 信 し 下 赴 つ "「 錠 


会 人 で he 症 半 斉 器 束 思 牙 " 
の ヒビ の - テ の 


人 Q 沈 の の - テ Q に 
(Qooo 入 の 中 ロート 素 記 思 ) 

抑 田 | 革 環 渦 に 十 

[on 民主 移 の 加 

思 攻 て 尽 G 路 補 錠 思 

換 田 財 環 府中 填 き 世 長く りつ じ 尽 
し 中 さ ボド 忠 Gー の の 幡 補間 志 丈 昌 
や つ 85 の の G ロ トイ トーG 了 
走り や で "の の -ーー の AN し 
せ ー の の @G 虹 夜 閉じ 丈 選 時 " 丸 の 
ビ の -QNK に 77 か AN し [Oo 避 | 
6 回 郁 窒 TNIN ト て トド ポー っ 回 素 
こさ か て 史 層 で 所 ち お 7 


ご だ る 


* 粒 | の の - エ で の デ 


(GOーC 結 さ 叱 の ロー 名 世 ) 
雪 寝 由 財 仔 渦 に 十 
思 藤 べ 財 環 剛 中垣 Q べ 公 
ー の の 中 蘭 控 電 


完 環 所 層 過 出 字 り つじ "回 @ て へ 
坦 吉 呈 を 凡人 環 元 端 藤 昔 や ー の の ぐ 
賠 約 JJp は ケー の の ハエ キー て ミ G 
ロト イト ー36 台 赴 丈 四 ? 
忍 7NO の の 必中 名 中 補導 電 甘 
6 臨 口 慎二 岩 上 廿 ) 据 つ " 世 性 て 
過 仔 岩 選 垣 Q て 一 の の 区 並 挫 坦 
会 爺 陸 つ 如 * 


X 志 
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S5 

トド も 

明 二 

時 悪 中 

要 賜 

屯 環 

ミ 症 な 注 せ 
ヽ ふぐ G 困 や 邊 公 
選評 紀 8 舞 
] 軍人 リ お 者 
ト じ 自 下 ち ニコ 
と や っ コ 豆 ら 5ー 
骨 くそ と 肥 己 
世 天 」QGo 地 
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「「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 の 組み 立 
て な ど で わ れ わ れ に も 馴染 み の 
深い 宇宙 機 の 雄姿 が 見 られ な く 
な る の は 残念 で す 。 私 自身 も 、 

1 回 目 の 宇 宙 飛 行 で は スペ ー ス 
シャ トル に 搭乗 し た の で 懐か し 
さと 感謝 を 感じ ます 。 ス ペー ス 
シャ トル が 育ん だ 宇宙 へ の 夢 が 、 
新しい 世代 の 有人 宇宙 船 に 引き 
継が れ て いく こと を 期待 し ま 
し ょ う 』(2005 年 8 月 船 外 活 生 中 


私 自身 スペース シャ トル 「 デ ィ 
スカ バリ ー 号 | に 搭乗 で きた こ 
と を 幸運 に 思い ます が 、 ス ペー 
スシ ャ トル 運用 を 通じ て 得 ら れ 
た 知見 ・ 経 験 を 、 引 き 続き 日 本 
の 宇宙 開発 に も 生か し て 行き た 
いと 思い ます (2008 年 6 月 レー ザ 
測 距 装置 で 、 デ ィ ス カバ リー 号 と ISS と 
の 距離 と 接 岳 束 度 を 測定 ) 


ン () 

山崎 直子 

『 ス ペー スシ ャ トル か ら 得 られ 
た 知見 を 生か し 、 今 後 、 新 し い 
局面 を 迎え て いく 有人 宇宙 開発 
が 、 よ り 身 近 に 地球 上 の 生活 に 
も 還元 され て いく よう 、 心 より 
折 念 し て いま す ] (2010 年 4 月 観 
測 用 ラッ ク の 移設 伏 備 


「 科 学 技術 の 発展 に 重要 な 役割 
を 果たし て きた スペ ー ス シャ ト 
ル と NASA に 敬意 を 表す る と 
と も に これ か ら の 有人 宇宙 開発 
の 新しい 歴史 に つなが る よう 、 

ISS で の 長期 滞在 を 頑張 り ま 
」 (2011 年 7 月 ロシア の サー ビス モ 
ル 「 ズ ヴェ ズ ダ | の 窓 か の ら ア トラ 


『 ス ペー スシ ャ トル の 運用 経験 
を 通し て 人 類 は 宇宙 の フロ ン 
ティ ア を より 安全 に か つ 経 済 的 
に 切り 拓く た め の 知見 を 獲得 で 
き 、 そ れ は 世界 の 有人 宇宙 活動 
の 更 な る 発展 に 役立て られ る こ 
と で し ょ う 』(2000 年 10 月 ディ ス 
カバ リー 号 の ロボ ッ ト ア ー ム を 操作 ) 


。 へ U.U り 
ra 輝美 きい 議 送 


[1981 年 に 初 飛 行 し て 以来 、 

< ペー スシ ャ トル は 私 た ちの 宇 
I べ の 夢 を 膨らませ 続け て 来 た 。 
本 が 有人 宇宙 開発 を 始め 、 宇 
南 ス テー ショ ン 「[ き ぼう 」 を 実 
現 で きた の も 、 ス ペー スシ ャ ト 
ル と いう すばらし い 有 人 宇宙 般 
の お か げ だ | (1997 年 12 月 コロ 
ン ビ ア 号 の フラ イト デッキ に て ) 


宇宙 に 行っ て 帰っ て くる 最高 
の 乗り 心地 と 積載 能力 を 持っ た 
スペ ー ス シャ トル の 貢献 に 大 感 
謝 で す 。 お か げ で 私 も 宇宙 実験 、 
地球 観 間 と すばらし く よ い 仕事 
を させ て も ら え まし た ] (1992 年 
9 月 エン デバ ー 号 内 で アマ チュ ア 無 線 
実験) 


向井 二 

「 有 人 宇宙 飛行 の 大 量 輸送 時 代 
を 築い た スペ ー ス シャ トル 計画 
が 終わ る の は と て も 光 し いで す 。 
スペ ー ス シャ トル の 宇宙 環境 利 
用 最盛 期 に 、 科学 飛行 士 と し て 、 


2 回 の 宇宙 飛行 、2 回 の 交代 要 
員 、 そ し て 、 副 ミッ ショ ン サ イ 
エン ティ スト で 働い た 思い 出 は 、 
私 の 生涯 の 宝 で す ] (1998 年 10 
11 月 ディ スカ バリ ー 号 内 で 植物 実験 


人 


FT ae・ 3 
es 前 代 未開 
洒 動 が 始ま うた 。 所 定 の 


動作 が ら は ずれ ね 向 宇 直 を さま よい 
ー は じ め た スパ ル タ ン 衛 性 を 手動 

で 回 収 す る を いう ミッ ショ ン だ 。 
写真 は 、 質量 約 2t、 秒速 7.7km 
で 地球 を 周回 する スパ ル タ ン 衛 
星 が 近 づ ぐ の を 待ち 受け る 土井 
宇宙 飛行 士 と ( 右 ) スコ ッ ト 宇 
宙 飛 行 二 ( 堪 )。 衛星 が 30cm 
ほど に 近づい た 時 、 両 宇宙 飛行 

) 士 が 同時 に 両端 を 手 で 掴ん だ 。 
・ この 時 の 様子 を 振り 返っ た 土井 
宇宙 飛行 士 は 、「 私 達 は 約 2 時 間 

の 間 、 ス ペー スシ ャ トル の ペイ 

ロー ド ベ イ に 立っ て スペ ー ス シャ 

トル コロ ン ビ ア 号 が ゆっ くり と ス 
パル タン 衛星 に 近づい て 行く の 
を 眺め て いま し た 。 昼 と 夜 が 1 回 
ずつ 過ぎ て いく の を 見 つめ て いま 
し た 。 見 上 げ る と 、 ス パル タン 
衛星 が 金色 に 輝い て いて 、 私 自 
身 が この 大 宇宙 の 壮大 な ドラ マ 
の 真ん中 に 立っ て いる の を 感じ 

まし た ] と 語っ た 。 
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つい 翌 志 っ 玉 人 へ へ SN 史 下る コロ 
の の 史 弄 っ 全 ち Ko つ 愉 近 国 つ が 
ゃ "所 民 応 の 昌 G 己 骨 り 窒 閉 つ 丸 
Gy 2 で で ロ の の GE 羽 ( 翌 
淀 土 ) や ン 選 史 慰 。 々 り 字 押 
半生 INA NN 一 攻 で ヘー 
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っ 人 敬 中 会 疾 0 お GS なら りら 
か 師 会 GO 人 MSGm 加 有 ( 人 AH さ = 
「 鉛 愉 | 凸 攻 凡 放 所 G 難 光 SG) 
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8 月 か 6]AXAS 編 集 委員 会 の 
副 委 員 長 と な り ま し た 、 寺 田 で す 。 
前 職 は 準 天頂 衛星 「 み ちび き 」 の 
プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ で し た 。 
衛星 開発 や 利用 の 現場 の 
視点 を 活か し 、 ま すま す 
読み ご た え の あ る 誌面 を 
作っ て いき た いと 思っ て 
いま す 。 ご 期待 くだ さい 。 
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活 側 全て の 
れ 用 技 き い 経 
まき 入ら く 馬 
れ 休 に こ が 
た た 時事 と 革 
エ だ > 和 精 
電信 
| 直 を いい 
ド の 災 意 成 


イト カワ 微粒 子 の 分 析 状 況 を 解説 する 
安部 正 真 准 教授 
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パコ 凌 


満席 と な っ た 有楽 町 朝日 ホー ル 


占 NOI ユ 内 ロ ロコ INI 


INFORMIATION 4 


JAXA 

日 林 技 術 参与 が 
第 35 回 

Alan DEmil 


ミロ る 、 寺 > 入村 


記 、 員 逐 : 員 


宇宙 航行 連盟 (IAF) の 審査 委 
に お いて 、 TAXA 白 木 邦明 技 
術 参 与 の 第 35 回 Alan D. Emil 記 
念 賞 の 受賞 が 決定 し まし た 。1994 
年 に 受賞 し た 齋藤 成文 氏 (69 年 宇宙 
開発 事業 団 理事 、75 一 77 年 日 本 ロ 
ケッ ト 協 会 会 長 ) に 続き 、 単 独 日 本 
人 と し て は 2 人 目 の 受 賞 と な り ま 
す 。Alan D. Emil 念 賞 は 、 宇 宙 
科学 、 宇 宙 技 術 、 宇 宙 医 学 、 宇 宙 法 の 
分 野 で 顕著 な 功績 を 残し た 人 物 に 
贈ら れ ま す 。 白木 技術 参与 は 、 国 際 
宇宙 ステ ーション (ISS) の 成功 と 
輸 ま シス テム 技術 へ の 貢献 が 認め 6 
れ 、 今 回 の 受賞 と な り ま し た 。 今年 
10 月 に 南ア フリ カ 共 和 国 の ケー プ 
タウ ン で 行わ れる 第 62 回 国際 宇宙 
航行 会 議 (IAC) に な いて 授賞 式 が 


開催 る れる 予定 で す 。 


左 か ら 大 西 、 金 井 、 油 井 宇宙 飛行 士 、 立 川 理 ョ 


| 2 日 ロシア 大 使 館 に お な いて 、 
人 で 初め て 国際 宇宙 ステ ー シ 
ョ ン に 長期 滞在 し た 若田 光一 宇宙 
飛行 士 と 、 日 本 人 初 の 宇宙 飛行 を 
行っ た 元 TBS 記 者 の 秋山 豊 寛 さん 
に 、 宇 宙 開 発 功労 の メダ ル が 授与 
され まし た 。 ガガーリン が 人 類 初 
の 宇宙 飛行 に 成功 し て か 650 年 を 
迎え た 今年 、4 月 に ロシア で 記念 
行事 が 行わ れ 、 行 事 に 参加 し て い 
た 野口 聡一 宇宙 飛行 士 が メド ベー 
ジェ フ 大 統領 か ら 同 メダ ル を 受け 
取り まし た 。 若田 宇宙 飛行 士 と 秋 
山 き ん に も この 時 授与 が 決ま っ て 
いま し た 。 

若田 宇宙 飛行 士 は 「 こ の メダ ル 授 
与 は 、 有 人 活動 に 携わる 日 本 の 皆 
さん が 称賛 され た の で あっ て 、 私 
た ち を 支え て くれ た 皆さん に 感謝 
し た い 。 東日本 の 圭 災 の 後 、 わ れ わ 
れ は 大 変 な 時 代 を 迎 れ て いる が 、 
皆さん と 一 緒 に 自分 の で きる と こ 
ろ で 努力 し て いき た い 。 この 50 年 
間 、 先 進 国 間 の 競争 の 中 で 宇宙 技 
術 に お ける 発展 が あっ た 。 今 は 、 
際 協 力 の も と 宇宙 を 『 利 用 する 時 
代 に な っ た 」 と 述べ まし た 。 


4 王 


スピ ー チ を 行う 若田 宇宙 飛行 士 


2 拉 層 時 導 


MT 洋 で xy 
ご NNHT ざ 温 野 半田 甘 


NO ロ I ユ マ 内 ロコ INI 
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mm マー ボ 時 音 決 國 箕 生 足 吉 


薄 け ざ 温 町 HH 丁半 陸 さと 所 


宇 加 記 台 で ぶせ き wr( は て 本吉 届 
洋 計 ざ 江 時 音 湿 器 ( の の ロ ) マ 


。eryer 計 所 記 
びき の kー 


思 せ へ て ぶ 吐 大 S 藻 呆 パ 
Cr 胞 首 帯 甘 ぶ 届 層 還 HHFSG て 誤 油 吾 了 No 半 


ーー まで ご 中 
ED 


(6( 


可 上 喜 潤 ・ 避 書 S さ CrH ゴ 沸 時 
革 の びき ささ ざら 較 区 ゆ 記 半 て 


斗 。 叶 中 選 当 測 


ーー 
と 】 


INFODRMIATION 避 


あか つき 、2015 年 11 月 に 
再度 金星 軌道 投入 へ 


A は 、 金 星 探査 機 「 あ か つき 」 
、2015 年 11 月 に 金星 軌道 へ 再 投 
入 ぉ せる 計画 を 発表 し まし た 。「 あ 
か つき 」 は 10 年 12 月 に 金星 軌道 へ 
の 投入 に 失敗 し 、 現 在 は 太陽 の ま 
わり を 約 7 カ月 で 1 周 する 軌道 上 
に あり 、15 年 11 月 に 金星 に 再 接近 
し ます 。 地上 試験 で 不具 合 の 原因 
解析 、 検 証 実験 を 行っ た 結果 、 何 6 
か の 原因 で 逆流 し た 酸化 剤 と 、 燃 
料 が 反応 し て 塩 が 生成 され 、 そ れ 
が 原因 で 逆 止 弁 が 閉じ 、 そ の 結果 、 
軌道 制御 エン ジン の スラ スタ ノ ズ 


NR 


寺 ざ づ 温 野並 壮 肢 


ョ ヨ 
ピ 
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i 科 の の ロ 


選 オ , 壮 剖 
nr 寺 ざ 乙 還 壮 


ら 6 で 環 巧 注 は ざ 混 時 音感 地 司 小 
喘 二 短 寺 ざ 法 昔 讃 琶 壮 千 
よ 共 ら の この 宙 と 


rr 江 港 一 ぐ き 麗 穫 べく Nm べ Ns 
。 ば ご 史 記 全品 


のど 如 裕 立 
CrF ざ 清野 穫 滞 送 の の つて 


ル が 破損 し た 可能 性 が 高い こと が 
分 か り ま し た 。 今後 は 、 破 損し た ス 
ラス タ ノ ズ ル の 再 着火 時 に 衝撃 を 
和らげ る 手法 な ど を 地上 試験 で 検 
討 し 、 再 投入 に 向け た 準備 を 行っ 
て いき ます 。 

| あか つき 」 の 最新 状況 は ひ 、 こ ちら で 
ご 覧 いた だ け ま す 。 

| あか つき 」 チ ー ム ツイ ッ タ ー: 
http://twitter.com/Akatsuki JAXA 
| あか つき 」 プ ロジ ェクト サイ ト : 
http://Www.stDSas.jaxajD/Venus/ 


@⑥ 池 下 章 裕 


INEWS NRNUNKWMWWWKW へ WWm【 
JAXA 動 画 を 観 よ つ ! 


JAXA で は さま ざま な 動画 コン テン ツ を 配信 し て いま す 。 
ぜひ 遊び に 来 て くだ さい 。 


JAXA Channel 


JAXA チ ャ ン ネ ル で は 、 宇 宙 航 空 分 野 の 最新 映像 や JAXA の プロ 
ジェ クト 紹介 ビデ オ 、 教 育 現場 で 使え る キッ ズ コ ン テ ン ツ な ど 、 
JAXA の 映像 ソフ ト や 観測 映像 を 配信 し て いま す 。 
http://Www.VOutube.c0m/jaxachannel 


Pofcaqsf 配 信 


「 は や ぶさ 」 や 「 あ か つき 」 な どの 宇宙 機 た ち が 自 ら の 旅 を 振り 返る 
物語 [JAXA ぼく ら の 宇宙 大 冒険 ] や 、 宇 宙 航 空 の 旬 の 話題 を お 送 
りす る トー クセ ッ シ ョ ン 「 ピ ッ ク ア ッ プ トー ク JAXA] の 開催 の 様 
子 を お 届け し て いま す 。 お 手元 の パソ コン や 携帯 プレ ー ヤ ー に 音声 
RoweieAseoraviy 2008.011ー 了 軍 還 人 析 き の 令 千 - nsro | | 計時 ファ イル を ダウ ン ロ ー ド し て 、 気 軽 に お 楽し みく だ さい 。 
トス 2 3 ※Podcast は 、 ブ ロー ドバンド 接続 され た お 手元 の パソ コン や 携帯 
プレ ー ヤ ー に 、 音 楽 ・ 音 声 や 映像 ファ イル を お 届け する 手法 で す 。 
「 ポ ッ ド キャ スト ]」 は 音声 ファ イル を 、「 ビ デオ ポッ ドキ ャ スト ]」 は 映 
Ce oeUSeNHORS5 時 = 像 ファ イル を ダウ ン ロ ー ド し て お 楽し みい た だ け ま す 。 代表 的 な ソ 
NE フト ウェ ア は Apple 社 の iTunes (無料 ソフ ト ) で す が 、 そ れ 以 外 の ソ 
フト ウェ ア を 用 いる こと も で きま す 。 
aro と http://WWW.jaXa.jD/D/Dodcast/index j.html 


<tOtede 
馬術 の アク ティ ティ で M 回 = Mer = キロ し て Eh 
ン ル 人 一 生生 下士 に つて ご 崎 和 し ます 。 ま た ーー PE Facebook 
チャ ン ネ ル | は 暫 に お 皿 コ し ます 
ウェ ゴ サ イト + RT 
還 y lerectame さん 小 困 人 い 二 細 を アッ プロ ーP し まし た っ 運 


Ts に ove oo JAXA の ニュ ー ス を 発信 し て いま す 。 
CN 4 IT [いい ね ! 」 を 押し て 、JAXA と つなが っ て み ま せ ん か 。 


| Re 日 本 隔 版 ペー ジ 

ーー http://ja-jp.faceDook.c0om/jaxa.jD 
英語 版 ペー ジ 
http:/ja-jp.facehook.com/jaxa.6n 


紀 ) |wmcmrme さん 大 箇 し い 井 画 を アッ プロー し まし た 古 記 


! [IAXAsI 配 送 サー ビス を 開始 し まし た 。 ご 自宅 や 
! 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXAS を 配送 し ます 。 ! 
! 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 実費 を ご 負 
H 担い た だ く こ と に な り ま す 。 詳し く は 下記 ウェ ブサ イ 1 
| を ご 覧 くだ さい 。 1 
1 http://Www.jaxaS.jp/ 
! 人 お 問い 合わ せ 先 上 
! 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 ・ 調 査 事業 部 
! |JAXAs] 配 送 サー ビス 窓口 
TEL:03-6206-4902 

je109 陣 還 |. 

低 へ 差 み 、 宇 寅 を く 広報 部 〒100-8260 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://wwwJjaxa.jp/ 
航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング SG3 階 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 


Japan Aerospace Exploration Agency TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 JAXA's 配 送 サ ービス http://Www.jaxaS.jp/ 


